
日野川の堰上流にコハクチョウが飛来しています。 
日野川河川事務所 

平成２６年１月２３日(木) 

 日野川の河口から４キロ付近に日野川堰があり、毎年冬になると堰の湛水域（水流の静かな水域）に多くの
冬鳥が飛来します。 
 冬鳥の代表格であり、「米子市の鳥」に制定されているコハクチョウ（カモ科）が現在４０羽程度飛来して
おり、ここを「ねぐら」として利用しています。コハクチョウは早朝にえさ場へと飛び立ち、夕方にはまた日
野川堰上流に羽を休めに戻ってきます。 


